部隊防護状態下（フォースプロテクション　コンディッション）の

ＭＬＣ，ＩＨＡ，ＭＣ従業員について

_______________________________________________________________________


Ｑ．部隊防護状態のために監督者より自宅待機を命じられた期間、給与は支払われますか。

Ａ．管理休暇となり、給与は支払われます。

Ｑ．すでに年次休暇を取っている日が後に管理休暇となった場合、その年次休暇はどのような扱いになりますか。

Ａ．管理休暇は､その日に働く予定の従業員に対して与えられものです。台風や大雪等のときに与えられる管理休暇の扱いと同様に、このような場合に、すでに年次休暇を許可されていれば、年次休暇扱いになります。

Ｑ．年次休暇がすでに許可されていても、監督者より仕事に来るように頼まれたら､出勤しなければなりませんか。

Ａ．出勤しなければなりません。予想外の状況により､監督者は従業員に休暇を他の日に振り替え、出勤するよう要請することがあります。監督者は従業員の状況を最初に考慮しなければなりませんが､任務遂行の必要に迫られ､従業員の休暇を変更しなければならない場合､監督者はその必要性を説明し､状況が許す限り､できるだけ早い時期に従業員と代替日を決めます。

Ｑ．日本にもどる航空便がなく､出張終了後、予定通りに職場に出勤することができませんでした。出張終了後の欠勤に対して年次休暇を申請しなければなりませんか。

Ａ．その必要はありません。緊急の原因によって輸送機関が途絶したことにより､予定通り出勤できなかった場合の欠勤は､管理休暇が認められます。出張に限らず、休暇終了後に同じ理由で出勤できなかった場合も管理休暇が認められます。

Ｑ．どのレベルの部隊防護状態（フォースプロテクション　コンディッション）でも、監督者から勤務するように言われたら、仕事に来なければいけませんか。

Ａ．はい。たたえ最高レベルの部隊防護状態でも、あなたの仕事が任務遂行のために重要な場合､監督者は管理休暇を許可できないかもしれません。ＭＬＣ，ＩＨＡ，ＭＣ従業員は平時も戦時も任務遂行に貢献してきており､朝鮮戦争、ベトナム戦争､湾岸戦争、９１１テロを経験してきました。平時戦時にかかわらず、貢献し続けることが求められています。このような職場環境の特殊性に対し、基本給の１０％が格差給として支払われています。

Ｑ．今後も車通勤を続けられますか。

Ａ．保安上の理由で､司令官や監督者が自家用車の通勤を制限することがあります。監督者から公共の交通機関を利用するように､また、同僚と２，３人で１台の車で通勤するような指示を受けるかもしれません。公共の交通機関を利用する場合､労管に通勤手当の変更を申請できます。

同じ理由で、監督者から勤務時間を早めたり､遅くしたりするように言われるかもしれません。監督者から一時的なフレックスタイムの活用を認められた場合､新しい勤務時間を監督者と話し合い、職場内で書面に残します。現在ファミリータイムを利用していても、同様に変更できます。上記の変更は例外として､緊急や通常でない状況により一時的に変更する場合の手続きです。それ以外の公式の変更には、今までどおり人事措置書（ＵＳＦＪ　Ｆｏｒｍ１１）と１５日以上の労管への事前通知が必要です。

Ｑ．上司に言われて、勤務時間が変わることがありますか。

Ａ．はい。業務の都合で､勤務時間が変わることがあるかもしれません｡緊急または通常でない状況のため、一時的に変更する場合は､上司が業務上の理由を説明し、職場で新しい勤務時間を書面にします｡一時的でなく､部隊防護状態に関係なく、公式に新しい勤務時間で働く場合は､人事措置書と１５日以上の労管への事前通知が必要になります｡

Ｑ．監督者に言われたら､時間外勤務をしなければいけませんか。

Ａ．はい。あなたの監督者は緊急または通常でない必要性に迫られ、あなたに所定勤務時間外に働くように指示するかもしれません。そのような状況下で追加に働いた時間は時間外勤務給単価で支払われます。時間外勤務給単価は週のいつ時間外勤務をしたかにより、通常の時間単価の１２５％または１３５％となります。ＭＬＣ，ＩＨＡ，ＭＣでは、時間外勤務給の代わりに代替休暇（コンプタイム）をとることは認められていません。

Ｑ．監督者に言われて仕事が変わることがありますか。

Ａ．予想外の状況によって非常に忙しくなる従業員がいれば、上司から手伝うように頼まれるかもしれません。もし、まったく違う仕事をほとんどの時間するようになれば、監督者が他の空席に派遣や一時的昇格の人事措置をとることになるでしょう。あなたの手伝いが必要なくなり次第､もとの職に戻ります。

Ｑ．監督者に言われて､日本国内の他の基地で働くこともありますか。

Ａ．はい。業務の都合上､一時的に他の基地に出張して働くこともあることもあるかもしれません。その場合､旅費と日当がＭＬＣやＩＨＡの規定のより支給されます。
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